












要約:乳幼児の発達の異常を早期に発見し、効果的な事後措置につなげるためには、乳児期

早期の発達チェックを行いやすい月齢に健診が行われる必要がある。また、集団健診にお

いて保健婦により実施される乳幼児の発達についての観察や簡易なテストは、効率的なス

クリーニングになる。さらに二次健診としての経過観察者健診の機能を保健所にもたせた

結果、保健婦にとって一次健診に必要な知識や技術の向上のためのよい訓練の場となり、

さらに保健婦の訪問活動を支援する機能も有することとなった。 


